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0.  はじめに
大学全入時代の到来とともに教育の「質の保障｣が重視されるようになり、これま
で各教員に任されていた教育方法も全学統一シラバスや統一教科書などで、教室ご
とにばらつきが起こらないよう表面上は改善されつつある。しかし、リーディングが
弱い者もあれば語彙面に弱点がある者もいる、また基本的な音さえ聞き取れない者
など、学習者個々の英語力は千差万別であり、たとえシラバスが統一されても、学
習者が真に必要とする教育とギャップがあってはそこに大きな無駄が生じてしまう。
筆者は、このような現状に対して小手先だけの改革ではなく、医師が患者を治療し、
その過程を診療科ごとにカルテに記録し、次の治療へとつないでいくような英語教
育カルテを理想としこれまで提案してきた。そして、その理想実現のために、個々の
学習者の弱点をきちんと洗い出し、そこを集中的に学習・改善させ、それを記録し
て次の学習へとつなぐ科学的・包括的e-ラーニングシステムの開発と研究を行って
いる。
具体的には、「日本人英語学習者の弱点を集中的に個別矯正するリスニングプログ
ラムの開発と実践研究」という研究課題名で平成18年から19年度にかけて科学研究
費補助金の支給を受け（1）、日本人英語学習者が苦手とする箇所を個々のレベルに合
わせて集中的に矯正するリスニング用のe-ラーニングシステムPLIMA（your 
Personal Listening Manager）の開発に取り組んできた。さらに本年度からは、新た
な研究課題｢日本人英語学習者の弱点を集中的に個別矯正する多読・速読プログラ
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ムの開発と実践研究」が科学研究費補助金の支給対象となり、リーディング用のe-
ラーニングシステムPREMA（your Personal Reading Manager）の本格的な開発に
着手している（2）。
前者ではこれまで日本の英語教育界にはなかった英語教育カルテの構築方法の一
部を明らかにし、リスニング科
0 0 0 0 0 0
の問題である音韻聴解の問題を克服するための学習
方法および学習成果を科学的数値に基づき提示するシステムを確立したわけである
が、後者ではその次のステップ、①リーディング科
0 0 0 0 0 0 0
のフレームワークの構築、②リス
0 0
ニング科
0 0 0 0
とリーディング科
0 0 0 0 0 0 0
のリエゾン・オフィス的な役割を果たすシステムの構築を
主な目的としている。
本稿では、後者の研究課題において開発に取り組んでいる学習者個々のレベルに
合わせ効果的・集中的に英文速読・英文多読練習を行うためのリーディング用e-ラ
ーニングシステムの概念およびその機能について述べることとする。
1.  英文多読と英文速読
1-1.  英文多読
昨今、英文多読（以下多読）に関する実践・研究が活発に行われ、その効果に関
する論文や成果が様々な学会で発表されつつある。しかし、多読は昨日今日登場し
た学習法ではなく、夏目漱石も「英語を修むる青年は或る程度まで修めたら辞書を引
かないで無茶苦茶に英書を沢山読むがよい、少し解らない節があって其処は飛ばし
て読んで往ってもドシゝと読書して往くと終には解るやうになる（中略）要するに英
語を学ぶ者は日本人がちやうど国語を学ぶやうな状態に自然的習慣によつてやるが
よい、即ち幾遍となく繰返へし繰返へしするがよい、チト極端な話のやうだが之も自
然の方法であるから手当り次第読んで往くがよからう」（「現代読書法」明治39年）と
述べるほど古典的な学習法である（3）。
そして、これまでの、ある種、修行がごとき日本的精読・訳読で教育を受け、そ
の手法に違和感を感じてきた世代が教壇に立ち始めると、この「飛ばして読んで」「ド
シドシと読書」していく多読が、i+1のインプット仮説を主張するKrashenの“Natural 
Approach”（Krashen 1982）とともに改めて注目されるようになってきた。現在、国
内で広く行われている多読は酒井によって提唱された多読3原則（①辞書は使わない 
②分からないところは飛ばす③つまらなくなったらやめる）に基づくSSS （Start with 
Simple Stories）式多読であろう（4）。ただ、多読の手法は指導者によって異なるので、
ここではその手法にこだわらず、「多読とは大量に読むこと」と定義するにとどめて
おきたい。
1-2.  英文速読
英文速読（以下速読）という言葉を使うと、「あの1分間で何十ページも読むやつで
すか？」とか、「スキミング（skimming）は大切ですよね」というような反応を返され
ることがある。しかし筆者は岡崎（2008）でも述べたように「ナチュラルな会話スピ
ードに学習者の意味処理スピードが追いつけない問題」を克服するために速読練習
を用いているので、飛ばし読みはせず、基本的にはすべての英文を理解して読む、
いわゆるスピードリーディング（speed reading）をここでは速読の定義とする。
また、読書スピードの計測方法は国内で一般に用いられているwpm（word per 
minute）で1分間に読んだ語数を計測ものとし、一部で用いられているリーディング
終了時の設問正答率をwpmに掛け合わせた数値などは採用しない。しかし、この点
については本システムに関連するモジュールが搭載されているため、今後詳細に検
討する機会を別に設ける予定である。
1-3.  速読・多読練習を行うにあたって
教室内、もしくは教室外で学生に多読・速読練習をさせたい場合に下記のものは
最低でも準備しなければならない。
1.　大量の本（Graded Readers、Leveled Readersなど）
2.　ストップウォッチなどの計測器
3.　スコアシート
4.　電卓
しかしこれらを通常の英語の授業内でそろえることは、相当のお金と、かなりの手
間がかかり想像以上に困難である。たとえば、1クラス40人だとすると最低でもひと
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コマに40冊の本が必要ということになる。多読であるから、一人が2冊、3冊と読む
とすると本の数は40冊で足りないのは明白である。これが1セメスター続くとどれ程
の書籍、つまりお金が必要になるだろうか？  多読向け洋書を専門に扱っているSEG 
Bookshopには「40名クラスを想定した YL 0.8-2.8を中心としたおまかせセット」と
いうものが準備されており、約300タイトルの洋書と「100万語多読入門」、「多読完
全ブックガイド」なるものがついて30万円である。この数字が高いか安いかの判断
はここでは避けるが、少なくともこの「おまかせセット」はレベルが限られたもので
あり、多読を推進していくには不十分であることは間違いない。
具体的な例を見てみると、すべての英語の授業でSSS式多読を取り入れている沖
縄工業高等専門学校の場合、「開校前に多読教材を約5,000冊準備」し、「学期途中
で更に100万円分約700冊を追加した」ということである（青木他 2006）。また、
2002年度から多読を導入している豊田工業高等専門学校の場合、「図書館に約7,000
冊の英語多読用図書を集め」たということである（西沢 2007）。豊田高専の場合、や
や古い資料では「平成17年4月現在で5300冊の蔵書（H17年度までの累計約260
万円）があり」と紹介されている（吉岡他 2005）。山口大学の場合、「リーディング力
を養成する為、英語多読講義用（単位無）」に「SEG─Bookshop 600冊セット（レベ
ル3程度まで）、Penguin Readers（レベル3以上全セット）、McMillan readers上級
セット、I Can Readシリーズ」を準備したと報告されている（田中 2008）。
いずれにしても多読を行うには一人の教員が準備できる範囲を超えた予算が必要
であり、多読に関して言えば、資金の豊富な学校とそうでない学校との教育環境格
差が明らかに存在する。また、多くの大学では語学担当の教員を研究資金の乏しい
非常勤講師に頼っている現状から考えると、多読を積極的に授業に取り入れるのは
容易ではないことが理解できよう。
さらに、授業を行う場所も問題の一つである。上記のような大量の本が使用教室
に備え付けられていればいいが、もしそうでなければ、先生たちは毎回授業教室ま
で重いワゴンを押していかなければならなくなってしまうだろう。さらに、同種の授
業が同じ時間に2クラス、3クラスと重なった場合、2セット、3セットの教材が必要
になってくる。また、運よく大量に購入できたとしても、ほとんどの場合それらの図
書は図書館内に収められるので、授業のために借り出して持参しなければならない
学生には大きな負担となることは想像に難くない。
また、読語数や読書時間、読書スピードなどの記録を取るなら、時間計測のため
のストップウォッチやスコアシートも必要だ。これも学生自身に購入させることは困
難な状況が多いだろうから教員側で準備しなければならない。ストップウォッチ機能
や電卓機能は携帯電話があれば用が足りるが充電切れを想定しておかなければなら
ないし、メールなどの他の機能に手を伸ばす欲望を抑える手だては教員側にはほと
んどないと言っていい。
さらに大変なのが記録の管理である。例えば、SEG発行の「多読クラス　読書記
録手帳」には、タイトルや語数、所要時間などを記録する欄が準備されている。しか
しこれらを手作業で記録していくとなると、学生たちにはとても面倒な作業であろう。
また、教員がその記録をチェックするとなるとその作業量は半端なものではなくなっ
てしまう。クラス全体の進捗状況を紙ベースだけで掌握しようとするとほぼ絶望的で
ある。
2.  多読・速読とICT
2-1.  マイクロソフトIE、Excel、Wordなどを利用して
1のような問題を解決するためにしばしば用いられるのが、ICT（Information & 
Communication Technology）である。
書籍の代用品として、インターネット上に存在する多くの英語文書を用い、インタ
ーネットエクスプローラーなどのウェブブラウザに対象文書をダウンロードし、そこ
に表示される文書をワードなどのワープロソフトなどに貼り付けて文字数をカウント
する（リーダビリティ・スコアが必要な場合もワードは有効）。そしてストップウォッ
チなどを用いて時間計測をし、手入力で読語数・読書時間・1分間あたりの読語数を
エクセルなどの表計算ソフトで記録していくのである。これなら、書籍の問題もクリ
アでき、学習履歴の管理も紙ベースに比べて格段に楽であり、今日では多くの学校
に設備されているCALL教室、もしくは情報教室があればいつでも始められるので
ある。
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しかしこの方法も、実用的で経済的ではあるが、実際に授業を行ってみると、情
報をコピー＆ペーストで記録したり、時間を計測して入力するという動作が、読むと
いうメインの作業に付属しているため学生にはまだ面倒なようだ。確かに多読・速読
というリーディングの練習をしているのだからそれ以外の作業は極力少ないのが理
想的であると言えよう。
また、題材がインターネット上に存在するウェブページが対象なので、実際に読
み始めてみないと、学習者のレベルに応じたものかどうかが判断できない。これでは
学生たちがストーリーを選択する段階で大きな負荷がかかることになる。そこで、我々
はできる限り無駄な作業を学生たちが行わずに済むようなリーディング用のプログラ
ム“Your Personal Reading Manager （PREMA）”の開発を開始したのである。
2-2.  PREMA β
筆者がまず手をつけたのが、インターネット上の英文書を多読・速読練習し、そ
の履歴を学習者と教員が一目で確認できるPREMAβ（ベータ版）の開発である。こ
こではPREMAβを概観しながらそのコンセプトを解説する。
まず、学習者はウェブ上に無尽蔵に存在する英文記事から自由に記事を選び、
PREMAβにcopy & pasteする（図1）。
そして好きなタイトルを付けて作成ボタンを押すと図2のような練習画面が現れる。
図2のページでは自動的に語数がカウントされ、タイトルや日時とともに記録できる
状態になっている。つまり、ここでは、何百、何千冊の多読・速読用書物の代用品
としてインターネット上のウェブページを利用し、ストップウォッチやエクセルの役
目をPREMAβに任せてしまうわけである。
Readingが終了し、学習者が完了ボタンをクリックすると図3が現れる。ここでは、
記録を残すか残さないかの選択肢が用意され、「つまらなければやめる」にも対応し
ている。「時間にとらわれていると楽しめない」なら、記録を残さなければいいだけ
である。
図1. ウェブページの英文をPREMAβにcopy & paste
図2. PREMAβトレーニングページ
図3. PREMAβトレーニング結果表示
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図4の画面ではタイトル・ワード数・リーディング時間・リーディングスピード（wpm）
が記録され学習者と教員の両方から確認することが可能である。日次ベース（図4上）
では各トライアルの日時、語数、スピードが表示され、さらにクリック一つでタイト
ル等のストーリー情報が参照可能である。月次ベース（図4下）では、トライアル回数、
および平均スピード、最高スピード、最低スピード、そしてその年の読書総語数が
表示されている。この月次ベースの成績管理ページは、各学生の学習量、および学
習成果を観察するのに最適であり、今後グラフィックスを利用しながら、表示機能を
さらに充実させていく予定である。
図5は教員のみが参照できるスコアリング・マネジャー画面である。教員はスコアリ
ング・マネジャーを利用すると学生たちの学習状況を登録クラスごとに一覧で確認
することができる。
以上のようにPREMAβはウェブ上に存在する無尽蔵の英文ページを教材として、
効率的な学習を行うための最適なプログラムの確立を目指している。PREMAβを
利用すれば、書籍に対する高額な予算は不要であり、場所の条件もインターネット
接続環境のみである。さらに学生・教員の手間ヒマも通常の教室で行う多読授業に
比べて格段に少なく、これだけで教育環境格差を克服するための一助となることは
明らかであろう。
3.  まとめにかえて～これからのPREMA～ 
さて、これまで見てきたようにPREMAβではICTを利用しながら多読・速読の
学習履歴を自動的に記録し確認できるシステムを構築したわけだが、それでも2-1で
述べたように「題材がインターネット上に存在するウェブページが対象なので、実際
に読み始めてみないと、学習者のレベルに応じたものかどうかが判断できない」とい
う問題は解消できていない。また、（手作業に比べたら大したことではないが）コピ
ー＆ペーストというtime-consumingな作業も残ったままである。
図4. PREMAβトレーニング成績管理
図5. PREMAβスコアリング・マネジャー
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そこでこのような不便さを解消するために、現在開発継続中のPREMA（5）は次の
ような機能を備えた速読・多読に特化した専用ブラウザとなる。
①読み込んだホームページをなんら加工することなく、ハイライトとクリックだ
けで、多読・速読のための読語数・読書時間・1分間あたりの読語数を表示・
記録する機能を備えている。
② 読み込んだホームページに表示されている言語の語彙レベル・文章レベルが、
学習者の語彙レベルに対してどの程度のレベルなのか、難しすぎる・やや難
しい・ちょうど良い・やや簡単・簡単すぎるなどの判定・表示機能を備えて
いる（6）。
③ ⅰ+1のインプット仮説に基づき、学習者の語彙レベルに応じた教材のリスト
を事前に作成する機能を備えている。
④ すべての学習履歴を自動的に記録できる機能を備えている。
⑤ 多言語に対応する機能を備えている。
また、今回紙面の関係上、触れることができなかった教員側からの演習問題作成
機能や、クラス管理などのLMS（Learning Management System）機能もすでに大
枠は完成し、実用レベルに到達している。今後の研究・開発の過程で発表させてい
ただく予定である。
いずれにしても、「教育には金がかかる」とは昔からよく言われることであるが、
徐々にきつくなっていく格差社会では「より富める者はより良き教育を受けられ、貧
しき者はそれなりに」という状況が小学校段階から報告され始めている。同様に資
金の豊富な都市部の学校と疲弊しきっている地方の学校では明らかな教育環境の格
差が見られる。本研究では現代の情報通信技術を最大限に活用することで、教育機
会を質的に保証した上での機会均等を生み出し、さらに持続可能性を保障する教育
システム構築に貢献して参りたい。
記
本研究は日本学術振興会科学研究費補助金（研究課題番号20520507）による補助
のもとで行われています。
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